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研究成果の概要（和文）：病院看護師の倫理研修の実態について調査・検討した。病院看護師の倫理研修、道徳
的感受性、倫理的行動等の質問紙調査を実施し、約1,000名の看護師から回答を得て記述統計、検定、相関、因
子分析、重回帰分析、多重比較等を行った。倫理研修は必要が90％以上だが、参加希望は77％だった。希望とし
て、時間は60分、内容は講義と事例検討が最も多かった。
併せて倫理研修担当者7名に面接調査を行い、分析を行った結果、倫理研修の課題は、研修時間の確保、目前の
テーマ優先があり、研修への要望は、身近な倫理事例の検討だった。評価は、評価者、評価項目、評価方法等に
ついて各施設で様々な取組みがあり更に検討が必要である。

研究成果の概要（英文）：We examined the planning and evaluation of ethics training for hospital 
nurses.We conducted a questionnaire survey on ethical training, moral sensitivity, ethical behavior 
of hospital nurses, and received answers from about 1,000 nurses. Descriptive statistics, tests, 
correlations, factor analysis, multiple regression analysis, and multiple comparisons were 
conducted. More than 90% of participants needed ethics training, but only 77% participated. Ideal 
training time was 60 minutes, and the content consisted of mostly lectures and case studies. At the 
same time, an interview survey was conducted with seven people in charge of ethics training, and as 
a result of analysis, the issues of ethics training were securing training time and prioritizing the
 theme.Training consisted of the examination of familiar ethical cases. As for the evaluation, there
 were various efforts at each facility regarding the evaluator, evaluation items, and evaluation 
method. Further examination was required.

研究分野： 基礎看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
医療・看護の倫理への関心が高まり、倫理研修の機会が増えている。しかし、過去の報告等において研修の方
法、内容は様々で、道徳的感受性、倫理的行動との関連は明らかでない。今回、病院看護職の倫理研修の必要
性、内容、方法、課題、道徳的感受性、倫理的行動、倫理教育担当者の考える研修の課題、要望、評価について
調査・分析および考察を行った。これらの結果を継続的に看護関連学会、生命倫理学会で公表しており、学術的
意義があると考えられる。また、倫理研修を推進する立場の管理者で道徳的感受性・倫理的行動が高く、病院機
能評価等の病院の質保証に倫理研修が関連していることが示唆されたことは社会的意義に関連すると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
倫理は看護活動の基盤をなすものと考えられており、高度な知識や技術があっても患者を対

象として看護を提供する際には倫理原則・倫理綱領に基づく倫理的行動や配慮が必要である。近
年、医療の高度化・複雑化、人々の権利意識の高まりの中で、看護師は対応の難しい倫理的問題
に直面する機会が増えている。日常の看護実践を通して直面する問題では、医療者として果たす
べき義務と責務に関する倫理問題が 43％と最も多く、問題に対する悩みが看護師の離職の一因
となっているとも言われている。安全で質が高く患者満足度の高い看護の実践には教育が必要
だが、倫理教育には知識だけでなく、倫理的な実践につながる感受性、態度、行動に関する教育
の必要性と教育方法の問題が指摘されており、感受性、判断、行動とつながる倫理教育・倫理研
修の特性を考慮すると教育効果に関するエビデンスを見出すことは難しいと考えられてきた。
近年、看護部の委員会等が主体となって倫理研修に取組む病院が増えているが、研修内容は倫理
の基礎知識と倫理的感受性向上に関する研修、倫理的問題の事例検討が多く、その企画や評価は
各施設でさまざまである。倫理に関連する図書、視聴覚教材などの開発も進んできているが、倫
理研修に対する評価は今後の課題であることも指摘されている。看護師の倫理的感受性や倫理
的行動に関する尺度が開発されているが、尺度を用いた調査はまだ少なく、病院看護師の倫理研
修に対して学術的視点から検討を行なった研究は見当たらない。 
 
２．研究の目的 
本研究では、病院看護師の道徳的感受性、倫理的行動の実態を知り、看護師に適した倫理研修

の内容・方法は何か、研修の評価方法について明らかにすることをめざした。 
1.病院看護師の属性、倫理教育・倫理研修受講の経験、倫理研修に対する要望、道徳的感受性、
倫理的行動の実態を明らかにする。 
2.倫理研修担当者の研修の必要性、研修の内容と方法、評価についての意見を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（1）病院看護師の倫理研修に関する先行研究の調査・分析を行い、病院看護師の倫理研修の実
態について整理した。 
（2）病院看護師の倫理研修の企画と評価について質問紙調査を行い、得られたデータを分析・
検討した。病院看護師の属性、倫理教育・研修の経験、倫理研修に対する意見、道徳的感受性（①
道徳的感受性質問紙日本語版 2018 J-MSQ）、倫理的行動（②看護師の倫理的行動尺度）等の質問
紙調査を実施し、記述統計、検定、相関、因子分析、重回帰分析、多重比較等を行った。 
（3）倫理研修担当責任者に倫理研修の必要性、倫理研修の内容と方法、課題、評価について半
構成的面接調査を行い、質的に分析を行った。 
 これらの調査を段階的に行い、研究者間で検討した。 
 
４．研究成果 
（1）医学中央雑誌 web 版を使用し、「病院」「看護」「看護師」「倫理研修」「倫理教育」で過去 10
年間の文献検索を行ったところ 219 文献が該当し最終的に 120 件を対象とした。病院看護師の
倫理教育の関心や必要性は広がり発表文献数は経年的に増加しているが、実践に関する解説や
学会発表が多く、倫理研修・教育の方法や効果についての知見の蓄積が必要と考えられた。また、
原著文献では実態調査の報告が多く、研修内容や評価について述べたものは少なく、また感受性
や行動に関する尺度を用いた研究もごく少数であった。原著論文に関する分析を更に進めると、
倫理教育・研修が増加した一因として、日本病院機能評価機構による医療の質の評価、それに伴
う臨床倫理に対する組織的取組みの影響が考えられる。また、論文筆頭著者は病院より教育機関
に所属している者が多く、病院と教育機関の看護職の連携の必要性、看護職の倫理教育・評価に
関連する方法の標準化はされておらず今後の課題と考えられた。 
 
（2）病院看護師の倫理研修、道徳的感受性、
倫理的行動等の質問紙調査を実施し、1,241名
に配布し 1,057 名から回答があり、有効回答
数は 1,047（有効回答率 84,4%）であった。属
性は、看護師経験年数平均 10年 6か月、年代
は 25～30 歳が 28％と最も多く、所属部署は
外科 27.4％、内科 26.9％、職位はスタッフが
86％、看護学歴は看護専門学校卒 46％、看護
大学卒業 41％であった。倫理教育・研修の背
景としては、学生時代の受講経験有 66％、就
職後経験有 75％で、事例検討経験有が 52％で
あった。職位別の倫理教育・研修の経験有り
の割合を示す（図 1）。 



倫理研修の必要性は、「かなり」
必要が 46％と最多、「非常に」～
「少し」までを含めて 93％だっ
たが、受講希望は「少し」希望が
45％と最多で、「非常に」～「少
し」までを含めて 77％であり、
必要性の認識と希望に差がみら
れた（図 2） 
研修方法では、講義の希望が最
多で、講義とグループワークが
続き、グループワークのみ希望
は 10％未満だった。時間では 60

分の希望者が最も多かった。研修の講師としては外部講師が 60％あったが、院内の専門看護師、
認定看護師も 40％程度あがっていた。 
自由記載には、臨床の場で学ぶことの大切さ、その背景にある患者・家族への対応の困難、倫

理的対応とともにコミュニケーションスキルの習得の希望があった。また、業務が多忙で参加が
困難であり、参加機会を増やして欲しいという要望があった。本研究時は COVID‐19 の感染拡大
の状況下で倫理研修の必要性は認識しているが、参加が困難な状況が伺えた。また看護師長、副
看護師長では学生時代の教育受講経験有りは 30％程度だが、就職後は 90～100％と高く、倫理に
高い関心を持ち研修に積極的に参加していることが伺えた。 
 
（3）道徳的感受性 J-MSQ の得点は合計 37.8 点、10項目の平均点は 3.8±0.46 点、3下位尺度は
それぞれ 道徳的強さ(MS) 3.5±0.62 点、道徳的な気づき(SMB) 3.9±0.52 点、道徳的責任感(MR) 
3.9±0.65 点であった。倫理的行動の得点は合計 62.9 点、15 項目の平均点は 4.2±0.47 点、3
下位尺度はそれぞれ リスク回避 4.5±0.57 点、善いケア 4.0±0.57 点、公正なケア 4.1±0.72
点であった。 
 
（4）属性と道徳的感受性・倫理的行動の関連では、
道徳的感受性では、年齢、職位、就職後の倫理研修、
事例検討の経験の有無で有意差があり、下位尺度で
も同様の結果が得られた。年齢 50歳以上群は 24～34
歳群より有意に高く、職位では看護師長・副看護師長
がスタッフよりも有意に高かった。就職後の倫理研
修、事例検討の経験の有無でも有意差がみられた。 
属性と倫理的行動においても、年齢、職位、就職後の
倫理研修、事例検討で有意差があり、下位尺度でも同
様の結果が得られた。就職後の倫理研修受講経験と
倫理的行動の関連を示す（図 3）。 
職位では、看護師長、副看護師長・主任、スタッフ

間に道徳的感受性・倫理的行動とその 3 下位尺度と
もに職位が高い者の得点が高く、看護師長とスタッ
フには有意差がみられた。倫理的行動と下位尺度の
職位による比較を示す（図 4）。 
これらの結果より、道徳的感受性や倫理的行動は

年齢、就職後の研修、事例検討の経験の有無で差がみ
られ、臨床の場で生じる問題状況に直面して悩んだ
り検討したりする機会の多さが感受性や行動に影響
していることが考えられた。 
 職位との関連は、年齢との関係を考慮して対象者
を 40歳以上の看護職に限定した分析においても看護
師長の得点がスタッフより優位に高い結果だった。
40 歳以上の看護職は学生時代に倫理教育を受講した
経験がある者が少なかったが、職位で差がみられた
理由として、スタッフは医療場面で現実的な判断や
行動が求められ、道徳的な気づきや倫理的実践が十
分にできていないと感じること、看護師長は責任者として看護の質に関連する道徳的感受性や
倫理的行動について関心を持ち、研修の受講経験が増えることから得点が高くなった可能性が
あると考えられた。倫理研修、事例検討の有無との関連では、道徳的感受性は学生時代の倫理教
育受講と事例検討経験の有無、倫理的行動は事例検討の経験の有無で有意差がみられた。特に事
例検討の経験は道徳的感受性の尺度と 3下位尺度、倫理的行動の尺度、善いケアの項目で有意差
がみられ、倫理研修における事例検討の有効性が示唆された。 
所属部署による道徳的感受性や倫理的行動については多重比較を行い、尺度の下位尺度であ

る倫理的行動のリスク回避の得点が手術室看護師は他部署に比べて有意に高かった。医療安全



に関するリスク回避の得点は手術室看護師の全年代で高く、年齢に関らず、常に安全配慮を怠ら
ず、危険を予測して患者に害を与えない倫理的看護実践を行っていることが推察できた。 
  
（5）研究に協力が得られた看護部の倫理研修担当責任者 7名に半構成的面接調査の結果、全員
が看護実践の基盤になるものとして、病院看護師の倫理研修の必要性を強く感じていた。特に新
人看護師の入職後には時間を長くとって実施する等の工夫をしていた。全看護職員対象の集合
研修を年 1～2 回、集合研修と部署の倫理事例カンファレンスの組合せ、倫理はあらゆる看護に
含まれているとして全ての研修に倫理の要素を入れている病院があった。内容では、日常の看護
実践の場面で出会う事例を検討する機会を設け、実践につながる看護の振返りをすることへの
要望が多かった。参加に関しては、時間外の研修は参加者の勤務や職員のＷＬＢ：work–life 
balance への考慮等から主体的参加となっていたが、看護師長等が個別に参加を勧める声かけを
する施設もあった。現実的には目前の業務や実務に関する研修があり参加困難な状況もあった。
また、参加者に対する要望ではベテラン看護職にこそ参加して欲しいという意見もあった。倫理
研修の課題として、研修時間の確保、目前の課題優先があり、限られた時間での研修では、倫理
は大事と思うが後回しになってしまう可能性も示された。調査時は COVID-19 の感染への対応が
求められており、多人数の集合研修の開催は困難であり、内容・方法の工夫が必要であった。対
象者の所属する一部の病院では看護職の教育・研修に理解がある病院が看護倫理の内容を含む
e-learning の教材を契約、院内外からアクセスができる環境を整えていた。時間や場所が限定
されないため受講しやすい長所があるが、視聴参加は主体的であることは同様であった。  
 
（6）倫理研修の評価については、対象者の所属する施設によって様々な方法がとられていた。
病院の設置主体が全国規模の病院グループ、特定機能病院、医療法人などにより異なっており、
グループの評価基準の中に倫理に関する内容が含まれている例、病院独自の評価の例もあった。
また、評価についての意見で、評価者（上司、本人、患者等）、評価項目（設定された項目、目
標管理、研修受講など）、評価方法（記録物、面接、実践したケア）、評価の時期、等について各
施設で様々な取組みをしており、評価についての意見が示された。意見には、倫理的な看護につ
いてレポートではきちんと書かれているが、実際の行動は不明な点、研修の受講・参加により看
護師の感受性や行動が変化したと判断できるのか（判断が難しい）点、患者からの評価を考える
と、問題が生じてない状態が普通なので、看護職へ「良い」評価が出にくい点、評価者が評価対
象者を観察できる部分に限界がある点、など示された。評価については、倫理研修担当責任者も
課題を感じながら、模索しており、更に情報収集と継続的な検討が必要である。 
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